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生駒市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況に関する点検・評価について

 生駒市教育委員会では、市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策

の大綱である「生駒市教育大綱」が平成２８年６月に策定されたことに伴い、本

大綱で示された基本方針に基づく具体的な事業を掲げたアクションプランを平成

２８年８月に策定しました。

 そして、本アクションプランを基に、生駒市教育大綱の基本理念である「『遊

ぼう』『学ぼう』『生きよう』みんなでいこまを楽しもう」の実現に向けて、各

施策及び事業に取り組んでまいりました。

 この度、本アクションプランに掲げられた施策及び事業を中心に、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律に基づき平成２８年度の実績を対象に生駒市教育

委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況について、点検・評価を行いまし

たので、同法第２６条の規定により報告します。

  平成２９年８月２８日

                       生駒市教育委員会

                       教育長 中 田 好 昭
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平成２８年度活動点検評価報告書の作成にあたって 

１ 報告書の位置付け

 この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「法」と

いう。）第２６条第１項の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表するものです。 

２ 国等の動向

 国では、改正法が平成２７年４月に施行され、教育委員会制度が大きく変わり

ました。 

 また、新学習指導要領が平成２８年度末に改訂され、幼稚園は平成３０年度、

小学校は平成３２年度、中学校は平成３３年度から新たな学習指導要領に基づく

教育課程や指導が実施されることとなり、「主体的・対話的で深い学び」や小学

校高学年での「外国語科」の導入など、教育を取り巻く環境が大きく変わろうと

しています。 

 生駒市では、平成２８年６月に「生駒市教育大綱」を策定し、基本理念である

「『遊ぼう』『学ぼう』『生きよう』みんなでいこまを楽しもう」の実現に向け

た具体的な取組を「アクションプラン」として掲げ、毎年度 PDCA サイクルに基

づく効果的な進行管理を行うことにより、より実効的な施策・事業を推進してい

ます。 

３ 点検評価の概要

 (1) 点検評価の対象 

  教育委員会が行っている活動を大きく下記の２つに分類し、それらを構成す



2 

る各施策・事業について、点検評価を行います。 

   ①教育委員会の活動状況 

   ②生駒市教育大綱に基づく施策・事業 

                   [生駒市教育大綱体系図 ] 

 (2) 点検評価の方法 

   各事業の取組の実績を踏まえ、達成状況を３段階の評価基準をもって評価

します。 

    【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

１　21世紀を生き抜く力を身につける学びの創造

２　「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実

１　保護者支援の場・コミュニティづくり

基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり

基本方針２ 21世紀を生き抜く優しくたくましい人づくり

３　子どもや学校のチャレンジを応援する仕組みづくり

２　多様性を認める優しい心と、挑戦を続けるたくましい心の育成

４　学びを支える教職員、学校への支援

１　人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり

３　「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展

４　すべての人が楽しく安心して成長できる機会の確保

２　文化・伝統・芸術を通じた、より豊かなまちの実現

基
本
理
念

「
遊
ぼ
う
」
「
学
ぼ
う
」
「
生
き
よ
う
」

み
ん
な
で
い
こ
ま
を
楽
し
も
う



3 

   評価にあたっては、アクションプラン掲載事業については目標に対する達

成度を評価するとともに、アクションプランに掲載されていないその他事業

についても、当該事業等の実施によってどのような効果が得られたのかを明

確にして評価します。 

   未達成の事業や取組が十分でない事業がある場合は、その要因と理由を明

確にし、次年度以降の活動や事業等の実施に活かしていくこととします。 

４ 生駒市教育委員会活動点検評価委員の意見

 点検及び評価にあたっては、法第２６条第２項の規定により、教育に関し学識

経験を有する者の知見を活用するため、生駒市教育委員会活動点検評価委員２名

を委嘱し、教育委員会による自己評価に対し、同委員から意見が提出されていま

す。 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

教育委員会の活動状況 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

教 育 委 員 会

会議の開催 

定例会及び臨時会を

開催し、議案及び報

告案件を審議する。 

教育委員会が所管す

る予算、規則の制定

改廃、人事案件等に

ついて議決、承認を

行う。 

【会議開催回数】 

定例会： 12 回 
臨時会： 6 回 
【審議件数】 

議案： 19 件 
報告案件： 33 件 

A 

毎 月 の 定 例 会 に
加え、必要に応じ
て 迅 速 に 臨 時 会
を開催し、規則の
制定改廃等、各案
件 に つ い て 十 分
な審議の上、遅滞
なく議決、承認を
行った。

学校訪問、各

施設視察、研

究発表会・学

校 行 事 の 参

観 

定 期 学 校 訪 問 を 実

施。 

31 校園を対象に訪

問し、授業の参観及

び学校運営全般にわ

たる視察を行った。 

幼・小・中の卒業（園）

式及び運動会に参列

する。 

年度計画のとおり学

校訪問を実施し、学

校経営、教育課程の

運用、学習指導など

学校教育全般にわた

り、学校の実態に即

して指導助言すると

ともに、各学校が主

体的に、より充実し

た教育活動や特色あ

る学校経営が推進で

きるよう支援した。 

A 

学 校 訪 問 を 通 じ

て、本市における

学 校 教 育 に 関 す

る 課 題 抽 出 を 行

うとともに、訪問

校 ご と に 改 善 の

た め の フ ィ ー ド

バックを行い、具

体 的 な ア ク シ ョ

ンを示した。 

そ の 他 市 教

育 委 員 会 主

催 事 業 等 へ

の参加 

成人式、市民体育大

会及び市民体育祭、

生駒市人権教育推進

協議会総会及び研究

大会等へ参加する。 

教育委員会主催事業

に参加した。 

(成人式、市民体育大

会及び市民体育祭、

生駒市人権教育推進

協議会総会及び研究

大会等) 

A 

教 育 委 員 会 主 催

事 業 等 に 参 加 す

ることにより、市

行 政 の 全 体 像 を

把握し、現状を実

感 す る こ と が で

きた。 

教 育 委 員 と

し て の 資

質・能力の向

上 

全国及び県で開催さ

れる研修会等へ参加

し、教育委員として

の資質・能力の向上

を図る。 

適宜開催される対象

の研修に参加した。 

(奈 良県市町 村教育

委員研修会、奈良県

市町村教育委員会連

合会研修大会、市町

村教育委員研究協議

会等) 

A 

教 育 委 員 会 活 動

の 活 性 化 に つ な

が る 研 修 等 に 参

加し、教育委員と

しての資質・能力

の 向 上 に つ な げ

ることができた。

各 種 教 育 機

関との連携 

教育委員会が設置す

る附属機関や教育関

係機関・団体等の活

用・連携により、多

種多様な教育課題に

的確に対応する。 

市内中学生熱中症事

故 調 査 委 員 会 の 設

置・開催（会議 11
回、関係者ヒアリン

グ 3 回）などの附属
機関の活用や教育関

係団体との連携 

A 

多 種 多 様 な 教 育

課 題 に 附 属 機 関

の 設 置 な ど の 的

確 な 対 応 を 行 う

とともに、教育関

係 機 関 と の 積 極

的 な 連 携 に 努 め

ることができた。
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

総 合 教 育 会

議の開催（会

議 は 市 長 が

主催） 

教育大綱策定及びい

じめ防止基本方針策

定に向けた協議を行

う。 

総合教育会議を 2 回
開催し、協議を経て

教育大綱が 6 月に策
定されるとともに、

いじめ防止基本方針

を H29.2 月に策定し
た。 

A 

教 育 大 綱 が 策 定

さ れ た こ と に 伴

い、大綱に基づく

施策・事業を推進

す る こ と が 可 能

になった。また、

い じ め 防 止 基 本

方針策定により、

効 果 的 な 取 組 を

推 進 す る 土 台 づ

くりができた。 

教 育 大 綱 ア

ク シ ョ ン プ

ランの策定 

大綱の基本理念及び

基本方針を実現する

た め 、 具 体 的 な 施

策・事業を掲げたア

クションプランを策

定し、PDCA サイク
ルに基づく実効性の

あ る 取 組 を 推 進 す

る。 

教育大綱の策定後、

教育委員会において

審議を重ね、大綱の

掲げる基本理念及び

基本方針の実現に向

けた施策・事業を定

めたアクションプラ

ンを H28.8 月に策定
した。 

A 

ア ク シ ョ ン プ ラ

ン を 策 定 し た こ

とにより、今後は

PDCA サ イ ク ル

に基づく施策・事

業 の 推 進 が 可 能

となった。 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

H28 年度に教育大綱及びアクションプランが策定されたことに伴い、教育委員会
としても、基本理念及び基本方針の実現に向けた施策・事業を積極的に推進して

いくとともに、アクションプランの PDCA サイクルに基づく点検評価を活用す

ることにより、より実効性の高い施策・事業を展開していく。 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

教育大綱に基づく施策・事業 

基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり 

１  保護者支援の場・コミュニティづくり 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

子 育 て の 孤

立 化 の 防 止

と 地 域 で 支

え 合 う 子 育

ての推進 

親子の絆をつくると

ともに、同世代のつ

ながりをつくり子育

ての孤立を防ぐため

の事業開催や相談業

務を行う。また、子

育て層の外出しやす

い 体 制 づ く り を 行

う。 

【開催回数】 

12 回開催  
【参加人数】  557 人  
・生後 5～6 ヶ月児対
象  

A 

保 護 者 の関 心 が

最も高い離乳食相

談を健康課と共催

で実施 し、子 育 て

支援に努めた。今

後も情報発信を工

夫 し、参加者の拡

大をめざす。 

・もぐもぐサロン(ひろば

事業)の新設  

【登録数】 

ﾏﾏｻﾎﾟｰﾀｰ  2 人  
登録者数  111 人  

・毎月交流会・説明会

を開催  

B 

定期的な交流会 ・

説 明 会 、また 、単

発的にイベントなど

を開催したことによ

り、周知が図られ、

後 半 月 の登 録 数

が、月ごとに 8％程
度の伸びとなり、子

育て支援に繋がっ

た。徐々に認知度

も上がっているが、

目標値に達してい

ない。 

・AsMama ママサポータ

ー 30 人 、 登 録 者

1,000 人を目標とし、
子 育 てシェアを広 げ

るため、地域交流会

の毎月開催、他部署

のイベントへの参加  

【登録数】  53 施設 

A 

授乳やおむつ替え

ができる施設を「赤

ちゃんの駅 」として

公 表 し、外 出 しや

すい環境を整える

ことにより子育て支

援 の 充 実 を 図 っ

た。今 後 は、民 間

施 設 への 拡 大 に

努める。 

・赤ちゃんの駅の拡大 

赤ちゃんの駅登録数：

50 箇所 

父親の育児への取組

を促すため、子育て

支援や様々な行事に

関心を持ってもらえ

るような事業を実施

する。 

【開催回数】 

2 期各 3 回 計 6 回  
・生後 2～12 ヶ月児対
象  A 

募集定員を超える

応 募 があり、父 親

の育児への取組の

きっかけづくりとな

った。 ・パパセミナーの開催 

パパセ ミナー開 催 回

数：6 回  
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

子 育 て の 孤

立 化 の 防 止

と 地 域 で 支

え 合 う 子 育

ての推進 

父親の育児への取組

を促すため、子育て

支援や様々な行事に

関心を持ってもらえ

るような事業を実施

する。 

－ 

A 

平成 29 年度事業
と して 、 父 親 向 け

子育て講座を新た

に 2 事業計画し、
既存の事業と合わ

せて、3 事業の父

親 向 け事 業 の充

実を図った。 

・父親が参加しやすい

事業の検討 

待 機 児 童 解

消 に よ る 保

護 者 支 援 の

環境整備

平成 30 年度中の待
機 児 童 の 解 消 に 向

け、小規模保育所の

新 設 な ど に 取 り 組

み、子育てしやすい

環境を整備する。

保育所 1 園  
事業所内保育事業所

1 園  
小規模保育所 1 園  B 

待 機 児 童 解 消 へ

向け保育所を新設

したが、待 機児童

の解消には至って

いない。 ・駅前空きスペース等

を利用した小規模保

育事業の推進  

待機児童数：37 人  
学 童 保 育 の

充実

学童保育所の保育環

境 の 改 善 を 図 る た

め、児童一人あたり

の有効面積の狭い学

童 の 分 割 工 事 を 行

う。

あすか野学童保育所

分 割に伴 う設 計 業 務

を行った。 

A 

大規模学童である

あすか野学童保育

所 の分 割 の設 計

業務を行い、早期

に工事着手する準

備 （ 仮 設 学 童 建

設 、解体 、本体工

事）ができた。 

・一 定 基 準 の児 童 数

を超える学童保育の

分割 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

幼 児 死 亡 事

件の検証 

平成 28年 4月の市内
幼児死亡事件の検証

を行い、複雑、多様

化する児童虐待への

対応と組織体制を強

化する。 

平成 29 年 2 月  
生駒市要保護児童対

策地域協議会検証結

果報告書の取りまとめ A 

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰを配
置 するなど、児 童
虐 待 対 応 への組
織体制強化など、
再発防止に向け、
具体的な対応を推
進することができた。

－ 

地 域 子 育 て

支 援 拠 点 の

整備 

子育て中の親子が気

軽に集い、交流し、

悩みを語ったり、相

談できる場所である

「地域子育て支援拠

点」を充実し、子育

て家庭の孤立化を防

止する。 

【利用者数等】 

合計  36,580 人  
内訳  

・「みっきランド」 

利用者数：25,335 人  
相談件数：1,720 件  
・その他市内 4 支援拠点
利用者数：11,245 人  

A 

「みっきランド」を日

曜日 も開 所 し、利

便 性 を高 める こ と

によ り 、利 用 拡 大

に繋がった。また、

市 北 部 の子 育 て

支援拠点の開設も

具体的に進めるこ

とができた。 地域子育て支援拠点

の利用者数：29,000人 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

自 立 支 援 事

業 

ひとり親家庭の生活

の安定を図るため、

経済的支援のほか、

自立支援を行う。 

自立支援教育訓練給

付金事業     0 名  
高等職業訓練促進費

等給付事業 

訓練促進費  15 名  
修了支援給付金 5名  

B 

児 童 扶 養 手 当 の

手続き時等で事業

の 周 知 を 図 っ た

が、自立支援教育

訓 練 給 付 金 事 業

の 申 請 は 無 か っ

た。 － 

【評価による課題】 

あらゆる機会を通じ AsMama 子育てシェアの仕組みの啓発に努め認知度は上が
っているものの、多様な選択肢もあることから具体的な利用に結びついていない

ところがあり、今後の事業の方向性を見極める必要がある。 

待機児童解消による保護者支援の環境整備については、保育士や場所の確保など

課題はあるが、待機児童解消に向け更に小規模保育所の開園など積極的に取り組

む必要がある。 

自立支援事業の中で自立支援教育訓練給付金事業の申請が無かった点について

は、きめ細かく周知を図る必要がある。 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

子育て中の親同士の交流の機会や場所の提供など子育て支援事業の充実や情報

提供をはじめとした多様な支援事業を継続して進め、子育てを応援するとともに

児童虐待防止へと繋げるための事業を展開していく。 

＜参考データ＞

生駒市学童保育運営協議会が運営する学童施設の在籍児童数（H28.10.1 時点） 
小学校名 学童名 児童数 小学校名 学童名 児童数 

生駒北小 生駒北学童 33 桜ヶ丘小 桜ヶ丘 1 学童 65 
鹿ノ台小 鹿ノ台 1 学童 44 桜ヶ丘 2 学童 59 

鹿ノ台 2 学童 41 生駒小 生駒 1 学童 99 
真弓小 真弓 1 学童 46 生駒 2 学童 63 

真弓 2 学童 54 生駒東小 生駒東 1 学童 59 
あすか野小 あすか野 1 学童 71 生駒東 2 学童 57 

あすか野 2 学童 76 壱分小 壱分 1 学童 56 
あすか野 3 学童 87 壱分 2 学童 64 

生駒台小 生駒台 1 学童 63 生駒南小 生駒南 A 学童 36 
生駒台 2 学童 56 生駒南 B 学童 49 

俵口小 俵口 1 学童 38 生駒南第二小 生駒南第二学童 26 
俵口 2 学童 33 計 1,275 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２  「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実  

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

( 仮 称 ) 高 山

認 定 こ ど も

園の開設 

市立高山幼稚園と北

倭 保 育 園 を 一 体 化

し、(仮称)高山認定

こども園の開設を支

援する。 

・懇話会  H28.11.30
・説明会  H29.3.11

A 

保 護 者 向 け説 明
会 及 び開 設 懇 話
会に加え、北倭保
育 園 と 高 山 幼 稚
園 の園 児 の交 流
（6 回）及び職員の
連絡会（7 回）を定
期的に実施するこ
とで 、開 設 に向 け
た準備を整えた。 

・ (仮 称 )高山認定こど

も園開設懇話会の開

催  

・開設に係る保護者説

明会の開催 

就 学 前 教

育・保育のあ

り 方 に 関 す

る 基 本 方 針

の策定 

多様化する幼児教育

に関する方針を策定

し、教育環境をソフ

ト、ハードの両面か

ら整備する。 

子ども子育て会議 

H28.10.17 
H28.11.30 
H29.2.27 B 

子ども子育て会議

を開 催 し「就 学 前

教 育 ・保 育 のあ り

方に関する基本方

針 」の素案の検討

及 び意 見 交 換 を

行うことができた。 

・子ども子育て会議の

開催 

・現状把握  

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

保 幼 小 中 連

携事業 

保幼小中が積極的に

連携し、就学前教育

の充実を図る。 

一定の連携は行って

いるものの、全校園

での積極的な取組に

は至っていない。 
B 

一 部 校 園 で連 携
が見られるが、さら
に連 携 を図 る こ と
ができる仕 組みづ
くりや働きかけを積
極的に行う必要が
ある。 

－ 

市 立 幼 稚 園

に お け る 預

か り 保 育 の

実施 

子育て支援の一環と

して、預かり保育・

長時間預かり保育を

実施する。 

預 かり保 育 延 べ利 用

園児数：13,086人
A 

利 用 要 件 を撤 廃
することにより預か
り保育の利用者が
増え、子育て支援
が充実したものとな
った。 

－ 

幼 稚 園 就 園

奨 励 費 補 助

事業 

保護者の経済的負担

を軽減するため、私

立幼稚園において就

園奨励費補助金を交

付する。 

交付者数 452 人  
補助金額 44,304,200円

A 

各 私 立 幼 稚 園 を

通 じ て 案 内 を 行

い、就園費補助金

を交付することがで

きた。 
－ 

生 駒 幼 稚 園

こ ど も 園 移

行事業 

子育て環境の充実を

図るため、生駒幼稚

園を幼稚園型認定こ

ども園に移行する。 

平成 29 年 4 月から認
定こども園に移行  
2号認定児定員 45 人  
2 号認定児数 29 人  
保育室 1 室を調理室
に改修した。 

A 

平成 29 年 4 月か
ら生駒幼稚園を幼

稚園型認定 こども

園 に移 行 すること

に よ り 、 子 育 て環

境の充実につなが

る環境を整備した。 － 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

特 別 支 援 教

育の充実 

4、5 歳児クラスに特

別支援介助講師を配

置する。 

4 歳児クラス 13人配置
5 歳児クラス 11人配置
同一学年に 3 人以上
支 援 を要 する園 児 が

在籍する場合、2 人の
加配を配置  

A 

特 別 支 援 介 助 講

師 を 対 象 に 研 修

会を 6 回開催し、

資 質 向 上 に努 め

た。 

－ 

幼稚園・保育

所 教 員 研 修

の実施 

更なる就学前教育環

境 の 充 実 を 図 る た

め、職員の資質向上

につながる研修を実

施する。 

交流学習会（年 4 回） 
生駒市立幼稚園・こど

も園教育研究会（年 3
回） 

園 内教 育研 究会 （随

時） 

A 

就 学 前 教 育 環 境

の充実 を図 るため

研 修 を行 ったこ と

に よ り 、職 員 が就

学 前 の 必 要 性 を

再認識し、資質向

上につながった。 － 

市 内 私 立 保

育 園 施 設 整

備助成 

定員の増等に伴う市

内私立保育所の施設

整備に対する補助を

行う。 

あいづ壱分保育園 10
0名から 110名に定員
増  A 

平成 28 年度あい

づ壱 分 保 育 園 を

増 築 し た こ と に よ

り、今 後の待機児

童解消につなげる

ことができた。 
－ 

【評価による課題】 

保幼小中の連携を促進する環境づくりに積極的に取り組んでいく必要があると

ともに、子ども子育て会議やワークショップをさらに開催し、平成 29 年度中に

就学前教育・保育のあり方に関する基本方針を策定する必要がある。 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

保幼小中が積極的に連携できる仕組みを検討し、働きかけを行っていく。 

また、就学前教育・保育のあり方に関する基本方針を策定し、多様化する幼児教

育に関するニーズに対応できるよう就学前教育環境を整備する。 

要領、指針の改定に伴い、幼保統一カリキュラムの見直し会議を実施し、実践に

つなぐ。 

＜参考データ＞

 市立幼稚園園児数（H28.5.1 時点） 

3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

365 443 469 1,277 

 市立保育所園児数（H28.5.1 時点） 

0 歳児  1 歳児  2 歳児  3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

28 76 105 111 124 139 583 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

基本方針２ 21 世紀を生き抜く優しくたくましい人づくり 

１  21 世紀を生き抜く力を身につける学びの創造 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

ICT 機 器 活

用 モ デ ル 事

業 

タブレット端末を小

中学校と幼稚園、保

育所にモデル事業と

して導入し、授業等

で活用することで授

業及び保育の質を充

実させる。 

・生駒北小中学校、緑

ヶ丘中学校にそれぞ

れ電子黒板 1 台、タ
ブレット PC7 台、支
援システムを導入し、

学年グループを中心

に研究を行い、研究

授業等を実施  B 

児童生徒が楽しん

で ICT を主体的・
協働的に活用する

ことのできる授業の

在 り方 を研 究 し 、

一 人 一 人 の教 員

が自分の授業で使

ってみたいと思える

雰 囲 気 を作 ること

ができた。 

今 後 、 生 駒 市 の

ICT教育の進め方
について検 証 し 、

教 員 同 士 が研 修

を深め合える機会

を積極的に設定し

ていく。 

・（小中）2校でタブレッ
ト端末 、電子黒板等

を使 用 したグループ

学 習 等 の授 業 研 究

発表の実施 

ス マ ー ト フ

ォ ン 適 正 利

用推進事業 

スマートフォンの利
用にあたっての注意
点 や 問 題 点 等 を 周
知・指導し、児童生
徒のスマートフォン
の 適 正 な 利 用 を 促
す。 

・ワークショップを開催

し、 「いこまスマホ宣

言 2016」を児童生徒
が策定 

A 

小学生 5 名、中学
生 25 名、高校生
1 名の参加による
ワークショップを開

催 し、 「いこまスマ

ホ宣言 2016」を策
定できた。2017 年
6 月末までに各校
のルール作 りを行

う。 

・スマートフォンの適正

な利用に関するワー

クショップの開催  

・ワークショップ結果報

告の学校での活用 

グ ロ ー バ ル

時 代 に 対 応

し た 英 語 教

育の推進 

ALT を小学校 1・ 2
年生にも配置し、小

学校すべての学年で

英語活動に取り組む

ことにより、英語の

基礎的な力を身につ

けるとともに、コミ

ュニケーション能力

の育成を図る。 

・小学 1・2 年生の英
語活動を 2学期以降
に、他の学年は年間

を通して実施 

B 

小学 1・2 年生の
英語活動を 2学期
以 降 に 導 入 で き

た。 

今後、ALT コーデ

ィネーターを軸に、

学 級 担 任 と ALT
が 授 業 の 内 容 や

展 開 の た め の 具

体 的 な 方 法 を 話

し合い、授業を進

める。

・年間小学校 1・2 年
生で 10 時間、小学
校 3・4 年生で 12 時
間、小学校 5・6 年生
で 35 時間英語活動
を実施 （ALT、わくわ
くｲﾝｸ ﾞ ﾘｯｼｭｻﾎ ﾟｰﾀｰ

を配置） 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

グ ロ ー バ ル

時 代 に 対 応

し た 英 語 教

育の推進 

小中学校における英

語活動、英語教育の

学年目標を策定し、

義務教育 9 年間の系

統的な英語教育を推

進する。 

・小学 1 年生から 4 年
生までの指導事例を

作成 

・ALT の連携を図るた
めに連絡会を開催 

A 

小学校に ALT と

英 語 に 堪 能 な 地

域 人 材 を 配 置 で

きた。今後、生駒

市 英 語 教 育 推 進

委員会を設置し、

外 国 語 活 動 の 指

導 力 向 上 や 英 語

教 育 の カ リ キ ュ

ラ ム に つ い て 検

討を行う。 

・英語活動、英語教育

の現況を調査 し、学

年目標の策定  

・ALT の配置増など具
体化 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

問 題 発 見 力

や 他 者 と 協

働 す る コ ミ

ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 能 力 の

育成 

日常の疑問を発見す
る力やコミュニケー
ション能力の育成を
図るため、教職員の
ファシリテーション
能力育成のための研
修開催、授業におけ
るアクティブ・ラー
ニ ン グ の 活 用 を 啓
発、公開授業を実施
する。 

小中学校の教職員を

対象に「アクティブ・ラ

ーニング」について研

修会を実施  

A 

生 駒 市 教 育 研 修

会において、教 職

員対象に「アクティ

ブ ・ ラーニング 」の

内 容 で 研 修 会 を

実施できた。参 加

教員は、児童生徒

が自ら主体的な対

話を通して深い理

解 に至 るよ うな授

業の設計方法のヒ

ントを得 ることがで

きた。 

－ 

小学校 1 年

生 30 人、小

学校 2 年生

35 人学級の

実施 

本市独自の取組とし

て、学校教育の充実

を図るため、小学校

1 年生 30 人学級及び

小学校 2 年生 35 人学

級を実施する。 

全小学校において、1
年生 30 人学級及び 2
年生 35人学級を実施
した。 A 

全ての小学校にお

いて達 成 したが 、

事業実施に伴う講

師の確保が困難で

ある こ と が今 後 の

課題である。 － 

伝 え 合 う 力

育成事業 

豊かな人間性を育む

ため、読書活動を推

進し、各校に学校司

書を配置する。 

小中学校 19 校中 14
校に週 2 日、5 校に週
3日、学校司書を配置
した。 A 

学 校 司 書 が本 選

びのアドバイスや絵

本の読み聞かせを

行うことで、児童生

徒 の 読 書 意 欲 を

向上することができ

た。 

－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

学 校 創 造 推

進事業 

保護者や地域住民と

の連携のもとで様々

な取組を実施し、信

頼され、開かれた学

校づくりを進める。 

地 域 の方 々との交 流

の機会を増やすなど、

各 校 で特 色 のある教

育活動を実施  

学校創造推進事業の

実施回数：1,741 回
A 

特色のある教育活

動 を推 進 する こ と

により、信頼 され、

開 かれた学校づく

りを進めることがで

きた。 

学校創造推進事業の

実施回数： 1,677 回 

奈 良 先 端 科

学 技 術 大 学

院 大 学 と 連

携 し た 授 業

の実施 

中学校を対象に奈良

先端科学技術大学院

大 学 の 講 師 等 を 招

き、授業を行うこと

で学ぶことの興味・

関心を高める。 

特別授業を 3 校、出
前授業を 5 校で実施  

A 

学校では体験でき

ない最先端の研究

に触れることで、そ

のおもしろさを十分

に体感できる授業

を実施できた。 

－ 

【評価による課題】 

ICT 教育については、生駒市全体で今後どのように進めていくかを検証する必要

がある。また、英語教育の推進では生駒市英語教育推進委員会で、外国語活動の

指導力向上や英語教育のカリキュラム、小学 1、 2 年生の副教材について検討す

ることと併せて、学級担任と ALT が連携した授業を推進していくこと大切であ

る。そして、新学習指導要領の実施を踏まえた授業の改善に向け、教員一人一人

の授業力の向上が必要である。 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

ICT 教育については、モデル校 2 校の取組を検証し、今後の生駒市の ICT 教育

の方向性を決定する。「 21 世紀を生き抜く力を身に付ける学びの創造」に向け

た取組として、ALT による英語活動を充実させ、学校では、授業研究を通して

研修を進め、読書活動の推進、心の教育の充実を図り、特色のある教育活動を推

進する。 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２  多様性を認める優しい心と、挑戦を続けるたくましい心の育成 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

い じ め 防 止

等 の 施 策 推

進 

「生駒市いじめ防止

基本方針」を策定し、

いじめ防止等に向け

た学校づくりを進め

る。 

・平成 29 年 2 月、「生
駒市いじめ防止基本

方針」策定  A 

平成 29 年 2 月に
「生 駒 市 いじめ防

止基本方針 」を策

定 し 、い じめ防 止

に向けた環境整備

を図った。 

・パブリックコメント実施

後、「いじめ防止基本

方針」の策定  

学 習 支 援 用

タ ブ レ ッ ト

の配備 

特別支援学級在籍児

童生徒の学習支援、

機能回復のためのタ

ブレット端末を継続

的に配備する。 

・小中学校にタブレット

端末 1 台ずつ配備  
累計数：40 台  

A 

予定どおり目標台
数 配 備 できた 。 し
かし、学校調査結
果から、必要とする
児 童 生 徒 の台 数
は 96 台であり、今
後 も引 き続 き配備
する必要がある。 

・小中学校にタブレット

端末を配備 

タブレット端末の配備

累計数：40 台(各校平
均 2 台) 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

特 別 支 援 教

育 支 援 員 の

配置 

介助や指導補助、学

習補助等を行う特別

支援教育支援員を各

校に配置する。 

特別支援教育支援員

等の各校園への配置

率：96.6％ A 

各 校 園 に支 援 員

を配 置 し 、 きめ細

やかな教育支援を

することが可能とな

った。 

特別支援教育支援員

等の各校園への配置

率：92.4％ 
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰ、 ｽｸｰﾙｱﾄﾞ

ﾊ ﾞ ｲ ｻ ﾞ ｰ ｽ ﾞの

活用 

スクールカウンセラ

ー等を活用し、いじ

め問題等の早期解決

や教育相談などの体

制充実を図る。 

中学校で週に 1 回、
小学校で月に 1 回市
費でカウンセラーを配

置 （県 費 は中 学 校 に

月 2 回） 
A 

教 員 及 び保 護 者

に対する指 導 ・助

言 ・支援を行 うこと

を通 じて 、学 校 の

カウンセリング機能

や教 育 相 談 体 制

の充実を図れた。 
－ 

教 育 相 談 の

実施 

教育相談員やスクー

ルカウンセラーなど

の専門家を活用し、

教育相談を行える環

境を整備する。 

5 名の相談員とカウン
セラー等 で教 育 相 談

を実 施 。相 談 件 数 は

1,283 件  A 

不登校に関する相

談が 1,132 件と全
体の 88%あり、不
登 校 の初 期 の段

階での適切な対応

によ り 、長 期 欠 席

の防止に効果を上

げている。 

－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価

設定目標

特 別 支 援 教

育 に 関 す る

教 育 相 談 の

実施 

特別な支援を要する

就学前の幼児を対象

とした就学前教育相

談や特別な支援を要

する児童生徒及びそ

の保護者や教員に対

し て 教 育 相 談 を 行

う。 

特別支援教育相談員

等による相談件数を

160 件実施 

A 

専 門 的 知 識 を有

する者で相談を受

け る こ と が で き

る体制を整備できた。

特別支援教育相談員

等 に よ る 相 談 件 数 ：

145 件以上  

こ と ば の 教

室・通級指導

教 室 エ ル の

運営 

読み書きやコミュニ

ケーションなどで困

っている幼児や児童

を支援するために設

置していることばの

教室・通級指導教室

を運営する。 

ことばの教室 ・通級指

導教室エルへの通級

者数は 157 人  
A 

幼児、児童生徒の

障 が い の 重 複 化

や多様化、一人一

人 の 教 育 的 ニ ー

ズ に 応 じ た 教 育

を実施できた。 

ことばの教室 ・通級指

導教室エルへの通級

者数：140 人以上  

適 応 指 導 教

室の運営 

心理的あるいは情緒

的な原因等により登

校できない児童生徒

を対象に設置してい

る適応指導教室を運

営し、学校生活への

復帰を支援する。 

心 理 的 あるいは情 緒

的な原因等により登校

できない児 童 生 徒 に

支援を実施  A 

心理的あるいは情

緒的な原因等によ

り登 校 できない児

童 生 徒 に学 校 生

活への復帰支援を

実施できた。 － 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

いじめ防止等に向けた学校づくりを進めるとともに、 6 月を「いじめ防止月間」

とし、取組を強化する。特別支援教育相談、就学前教育相談による個別相談の充

実を図り、発達障害等、特別な支援を要する児童生徒に対し特別支援教育支援員

や学びのサポーターによる学習や活動の支援を実施し、児童生徒、保護者、指導

者に対する支援・相談体制を推進する。特別支援教育に関して、個別の支援計画

作成のための研修や特別支援在籍児童生徒の学習支援用タブレットの使用に関

する研修を実施し、学校での児童生徒への合理的配慮や支援体制の充実に向けた

取組を進める。 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

３  子どもや学校のチャレンジを応援する仕組みづくり 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

部 活 動 支 援

事業 

中学校において、専

門的な技術指導力を

備えた指導者が不在

の部に対し、地域の

適切な人材を外部指

導者として派遣し、

部 活 動 を 充 実 さ せ

る。 

・5 校に 20 日、1 校に
8 日専門的な技術指
導力を備えた外部指

導者を派遣 A 

専 門 的 な技 術 指

導力を備えた指導

者が不在で、学校

長が必要 と認めた

部 に対 して、外 部

指導者を派遣でき

た。 

・中 学 校 に外 部 指 導

者を配置  

指導者配置数：6 校  

あ こ が れ い

こ ま び と 講

演事業 

地域出身の文化人、

スポーツ関係者、事

業者等、社会で活躍

されている方の講演

等を通して、児童生

徒が郷土愛を持ち、

自分の夢に向かって

生き生きと活動し、

自己有用感を持って

将来社会で活躍でき

る人材を育成する。 

・緑 ヶ丘中学校、光明

中学校の 2 校で講演
会を実施  

A 

卒 業 生 や自 分 の

身近にいる社会で

活 躍 している方 を

講師に招き、講演

会を実施できた。 

・小 中 学 校 で地 域 出

身 者 の講 演 会 を実

施  

講演会実施校数：2 校 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

「 エ コ キ ッ

ズ い こ ま 」

「 エ コ ス ク

ール」「エコ

ボーナス」の

実施 

光熱水費の削減量に

応じて次年度の配当

額を増額する「エコ

ボーナス」の実施な

ど、環境教育を通じ

て学校の取組を支援

する仕組みを推進す

る。 

全小学校で「エコキッ

ズいこま」を実施。エコ

ボーナスを節減額、取

組に応じ配当  A 

平成 26 年 3 月に
生 駒 市 が 環 境 モ

デル都市に選出さ

れ た こ と に と も な

い、全小中学校で

環境教育を推進し

た。 
－ 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

部活動への外部指導者の派遣や地域出身者の講演会を実施し、児童生徒が未来へ

の夢を創造できる取組を今後も推進していく。 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

４  学びを支える教職員、学校への支援 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

校 園 に お け

る 教 職 員 指

導・相談体制

の拡充 

教職員研修と指導・

相談体制の充実によ

って、教職員の資質

を向上し、新たな指

導方法等に対応でき

る教職員の育成を図

る。 

・小 中 学 校 の教 職 員

を対象に「アクティブ・

ラーニング」について

研修会を実施  

・特別支援教育タブレ

ット研修会、PC 活用

研修会を実施  

A 

学 習 指 導 要 領 の

改訂に向け、「アク

ティブ・ラーニング」

のついての研修会

を実施できた。 

今 後 、 「主 体 的 に

行 動 す る力 」 「 課

題 を見つけ、解決

する力 」 「グローバ

ル時代に対応する

語学力やプレゼン

テ ー シ ョ ン 能 力 」

「他 者 と協 働 する

ためのコミュニケー

ション能力 」につい

ての研修が必要で

ある。 

・ 市 内 校 園 が交 流 し

た、教科等の研究授

業を実施  

・アクティブラーニング、

ICTの活用等の研修
の実施 

・校種別研修、教科研

究会の実施 

学 校 施 設 老

朽 化 改 善 事

業 

多 くの学 校 施 設は建

設から概ね 40 年程度

経過し、老朽化が進ん

でいることから、計画的

に改 修 を行 う こ とで 、

財政負担を平準化す

るため、 (仮 称 ) 「学 校

施 設 管 理 計 画 」を策

定 し 、計 画 的 に改 修

する。 

国の動向を把握し、地

方公共団体向けに解

説書が策定されるなど

の情報収集を行った。 

B 

国の動向などの情

報収集を行い、次

年 度 の計 画 策 定

に向けた素地を固

めた。 

今後は、各学校の

施 設 状 況 を把 握

するなど引 き続 き

情報収集に努め、

計画を策定する。 

・計画の策定に向けた

現状把握  

生 駒 北 小 中

一 貫 校 関 連

事業 

生駒北小中学校の校

舎整備をはじめ、小

中 連 携 事 業 等 の 実

施、検証を行う。 

H28 年度末に校舎建
設を終え、H29年度か
ら新たな校舎での学校

生活 を始めることがで

きた。 
A 

ハード面整備は終

了 した 。今 後 は 、

H28 年度から始ま
っている小中一貫

教 育 の 検 証 等 を

行う。 ・小 中 一 貫 教 育 の開

始  

・新校舎建設・竣工  

小 学 校 校 舎

ト イ レ 改 修

事業 

老朽化が顕著である

全小学校の校舎トイ

レ 改 修 を 順 次 行 う

(便器洋式化、床乾式

化)。 

設 計 は予 定 どおり完

了したが、工事につい

ては年度 当 初に国の

補助金 採択が得 られ

ず、補正予算による採

択となったことから、翌

年度に繰越となった。 

A 

設計業務は滞りな

く完了した。 

国 庫 補 助 金 の動

向 も見据え、順次

改修工事を行い、

学 校 環 境 に改 善

に努める。 
・設計  
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

( 仮 称 ) 生 駒

北 学 校 給 食

セ ン タ ー 整

備運営事業 

(仮称)生駒北学校給

食センター整備運営

事業者を募集・決定

し、基本・実施設計、

建設工事を進め、平

成 31 年度を目標に

小学校の給食を開始

する。 

PFI 方式での整備が
決定し、12 月に実施
方針及び要求水準書

公表した。 A 

平成 29 年 4 月に
入 札 公 告 を実 施

する為の入札説明

書 等 の作 成 が完

了し、平成 31 年 9
月開所に向けて事

業を進めることがで

きた。 

・ ( 仮 称 )生 駒 北 学 校

給 食 センター整 備

運営事業者選定委

員会の設置・開催  

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

桜 ヶ 丘 小 学

校 老 朽 化 対

策 先 導 事 業

の実施 

文部科学省の学校施

設老朽化対策先導事

業のモデル校に採択

された桜ヶ丘小学校

で、施設の長寿命化

を効果的・効率的に

進める老朽化対策工

事を平成 28 年度は

北館の工事を行う。 

平成 28 年度は北棟
及び昇降口棟の工事

を完了し、同校のすべ

ての工事を完了した。 

A 

予定どおり工事 を

完了できた。 

なお、本市の過去

の経緯から今後老

朽化による校舎等

の改修が増加する

ことが見込まれるこ

と か ら 、計 画 的 な

改 修 を行 っていく

必要がある。 

－ 

防 犯 カ メ ラ

設置事業 

児童生徒の安全を確

保するため、市内の

各保育園・幼稚園、

小中学校に防犯カメ

ラを設置する。 

園 内 ・校 内 等 に防 犯

カメラの設置を完了 し

た。 

A 

予定どおり設置完

了した。 

日 常 的 な管 理 や

非 常 時 の対 応 な

ど、維持管理に対

応 していく体 制 整

備が必要である。 

－ 

上 中 体 育 館

改修工事 

老朽化が進んでいる

上中学校体育館を改

修し、指定避難所と

しての防災機能及び

教育環境の質の向上

を図るため、屋上防

水改修等の工事を実

施する。 

年度当初に国の補助

金採択が得られず、補

正予算による採択とな

ったことから、翌年度に

繰越となった。 
B 

財政負担を避ける

ため、国 の採 択 を

得 られてからの事

業執行となることか

ら 、翌 年 度 へ繰 り

越 し、適切な処理

を行った。 － 

学 校 評 議 員

会の設置・運

営 

地域住民等で構成さ

れる学校評議員会を

設置し、地域に根づ

いた学校づくりを推

進する。 

各校で計画的に開催

し、学校評価につなげ

ることができた。 A 

全 小 中 学 校 で学

校 評 議 委 員 会 を

開催し、教育活動

の点検 ・評価 を行

うことができた。 
－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

積 極 的 な 情

報 公 開 と 学

校 評 価 の 実

施 

学校評価を実施・公表

し、改善点を明確にする

など、更なる学校経営の

充実を図るとともに、ホ

ームページでの情報掲

載など、積極的な情報公

開による開かれた学校

づくりを推進する。 

・3 校で 1 日学校訪問
を実施。 

・ 学 校 評 価 総 括 表 を

活用した学校評価を

全校で実施 
A 

学 校 評 価 総 括 表

を活用した学校評

価 を 全 校 で 実 施

し、ホームページや

学 校 だよりでの情

報公開を実施できた。

－ 

安 全 教 育 の

推進 

交通安全教育の実施

や迅速な不審者情報

の提供など安全教育

を推進する。 

子ども安全メールを 26
回 配 信 し 、情 報 の周

知を実施 

A 

保 護 者 や地 域 の

方 に携 帯 電 話 等

を活用 していち早

く不審者情報を伝

えることで、子 ども

を見守 るための意

識 の向 上 や犯 罪

抑止に努めた。 

－ 

食育の推進 給食指導や総合的な

学習の時間等と連携

した食に関する授業

を実施する。 

校務分掌に食育推進

部 を設 置 し 、食 育 推

進計画に沿 って取組

を進めた。 
A 

学校保健・食育委

員会等 を開催 し、

食 育 の内 容 で保

護 者 に 啓 発 し た

り、講 演 会 を実 施

した。 
－ 

就 学 援 助 費

の給付・遠距

離 通 学 費 補

助金の給付 

児童生徒の保護者の

経済的負担を軽減す

るため、就学援助費

の給付や遠距離通学

費 補 助 金 を 給 付 す

る。 

就 学 援 助 費 ： 1,084
人、85,236,835 円  
遠 距 離 通 学 費 補 助

金：29人、442,000円  A 

申請内容 をチェッ

クし、9 月に支給す
ることができた。 

－ 

隣 接 校 選 択

制の実施 

子どもたちの安全な

通学のため、通学に

近い隣接した学校を

選択できる制度を実

施する。 

隣接校選択制利用者

数：50 人  

A 

地 域 によって偏 り

が生じており、余裕

教室がなくなってき

た学校もあるが、希

望通り全員が入学

することができた。 

－ 

院 内 学 級 の

設置 

長期療養中の児童に

学習の機会を設け、

学力の補充と情緒の

安定を図るため、近

畿大学医学部奈良病

院に設置している院

内学級で児童の受入

れを行う。 

院 内 学 級 受 入 数 ： 1
名  

A 

常 設 でないため、
その都度県教委の
同意申請が必要と
なり、講 師 の配 置
に 日 数 を 要 し た
が、開設することが
できた。 

－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

地 域 ぐ る み

の 児 童 生 徒

健 全 育 成 事

業 

学校・家庭・地域が

連携し、地域の実態

や課題に沿った健全

育 成 活 動 を 実 施 す

る。 

中学校区で地域の実

態 や課 題 に沿 った話

し合いや健全育成活

動を実施 

A

児 童 生 徒 の安 全

や健全育成のため

地域の実態に応じ

た特色ある活動 を

推進できた。 － 

ス ク ー ル ボ

ラ ン テ ィ ア

プ ロ グ ラ

ム・学びのサ

ポ ー タ ー 派

遣事業 

地域住民がスクール

ボランティア、市内

の大学生が学びのサ

ポーターとして、学

校運営に協力し、学

校教育の充実をはか

る。 

スクールボランティアと

協 力 し 、学 校 教 育 の

充 実 を図 った。また、

学びのサポーターを年

間 3,633 時間、小中
学校に配置 

A 

学びのサポーター

を 各 小 中 学 校 へ

派 遣 す る こ と に よ

り 、学 校 の取 組 を

支援し学校教育の

充実を図った。 

－ 

学 校 給 食 の

の実施、安全

管理・衛生管

理 

安心安全な学校給食

の提供のため、安全

管理・衛生管理を実

施する。 

感染症予防 を目 的 と

して、調理員が作業中

に使用するトイレの改

修を行い、その使用方

法も見直した。 

A 

日常における安全

管 理 の徹 底 や衛

生研修の実施によ

り、調理員の安全・

衛生に対する意識

が向上 し、事故の

発生数が激減した。
－ 

【評価による課題】 

学校施設老朽化改善事業については、計画策定に向けた各学校施設の現状把握に

取り組む必要がある。 

また、上中学校屋内運動場改修工事については、国補助金の採択を受けたが、学

校運営に支障のないよう平成２９年度に工事を行う。 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

本市の学校施設は昭和 40～ 50 年代に建設されたものが多く、経年劣化等による

老朽化が進んでいる状況に鑑み、（仮称）学校施設管理計画を策定し、計画的な

改修に取り組んでいく。 

学校評価総括表を活用した学校評価を全校で実施し、ホームページや学校だより

等による積極的な情報公開を行い、開かれた学校づくりを進める。学校・家庭・

地域が連携し、地域の実態に応じた特色ある教育活動を推進する。 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

＜参考データ＞

 市立小・中学校 児童生徒数（H28.5.1 時点） 

小学校名 ｸﾗｽ数  児童数  中学校名 ｸﾗｽ数  児童数 

生駒 22 612  生駒 19 588 

生駒南 19 452  生駒南 9 197 

生駒北 8 180  生駒北 5 100 

生駒台 32 901  緑ヶ丘 21 553 

生駒東 26 644  鹿ノ台 9 248 

真弓 21 583  上  17 520 

俵口 22 531  光明 16 419 

鹿ノ台 24 647  大瀬 21 658 

桜ヶ丘 26 662  合  計  117 3,283 

あすか野 33 959 

壱分 28 767 

生駒南第二 12 229 

合 計 273 7,167 

 学校評議員会の開催状況 

  区分 

校園 

構成人数 実施回数 

3 名 4 名 5 名 2 回 3 回 4 回以上 

幼稚園 3 園 4 園 2 園 0 園 9 園 0 園 

小学校 4 校 5 校 3 校 0 校 11 校 1 校 

中学校 6 校 0 校 1 校 2 校 5 校 0 校 

 学校給食の実施状況 

 実施回数 給食費(月額) 

小学校 185 回 4,150 円 

中学校 172 回 4,550 円 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり 

１ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

「人を通して

本を知る」「本

を通して人を

しる」をキャッ

チフレーズと

するビブリオ

バトル市内中

学生大会、全国

大会の開催 

図書館が本を通じて語

り合う場となるととも

に、自ら本を選ぶ力や語

る力を育み、中学生の読

書活動を推進するため、

市内中学生大会と地域

や年齢の枠を超えた全

国大会を開催する。 

・市内中学生大会参加者

は 166人 
・全 国 大 会 は北 海 道

から長崎まで 13 歳か
ら 80 歳の発表者が
集い、参加者は 376
人  

・全国大会発表者によ

る中学生向け読書エ

ッセイ集 を作 成 して

市内図書館、学校図

書室に所蔵 

A 

・市内中学生大会

は中 学 校 との連

携のもと中学生の

読書活動推進に

寄 与 し た 。 全 国

大 会 は生 駒 ビブ

リオ倶楽部との協

働のもと全国から

生駒に発表者が

集 ま り 、広 く人 と

本 、人 と人をつな

ぐ場となった。 

・「Bibliobattle of 
the Year 2016
優秀賞」を生駒ビ

ブリオ倶楽部と共

同受賞した。 

・ビブリオバトル市内中学

生大会の開催 

・ビブリオバトル全国大会

inいこまの開催 
大会参加者数：市内中学

生大会 150人、全国大会
360人 

市 民 と の 連

携 や 協 創 の

もと、まちづ

く り の 拠 点

と な る 図 書

館づくり 

市民との連携や協創
のもと、人と本、人
と人をつなぐ事業を
行い、新たな文化を
創造する「まちづく
りのプラットフォー
ム」となる図書館を
目指す。 

・「図書館とまちづくりワー
クショップ」を糸賀雅児
慶應義塾大学教授をコ
ーディネーターに招い
て 3 回開催し 22 人
が参加 

・合わせて同教授を講

師として「図書館 とま

ちづくり講演会 」を開

催し 87 人が参加  A 

「図書館とまちづくりワ

ークショップ」で、「人

と本、人と人をつな

ぐ図 書 館 」 をテー

マに 3 回にわたり
高校生から 70 代
ま で の 公 募 市 民

22人が意見を出し
合い、かつ提案市

民とともに H29 年
度に 2 事業、H30
年度以降に 1 事
業を具体化する予

定とし、市民との協

創によるまちづくり

の拠点 となる図 書

館づくりを行った。

・まちづくりの拠点としての
図書館の活用に向けた
ワークショップの開催 
ワークショップ参加者数：
20人 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

雑 誌 ス ポ ン

サ ー 制 度 の

開始 

平成 28 年度から雑
誌スポンサー制度を
開始する。 

ス ポ ン サ ー に な る 雑

誌：18 誌  A 

雑誌 スポンサーは

5 社、18 誌となり、
目 標 以 上 の成 果

があった。 

ス ポ ン サ ー に な る 雑

誌：10 誌以上 
図 書 館 の 運

営と充実 

図書サービスや利便
性の向上を図り、誰
もが利用しやすい図
書館運営を行う。 

市 民 一 人 当 たりの図

書貸出冊数：10.2 冊  

B 

図 書 館 （本 館 ）が
冷 暖 房 機 器 改 修
工 事 のため約 １ヶ
月半休館した影響
もあったが 、全 体
的に目標に達しな
かった。多 様 な本
に興 味 を持 っても
らえるように、さらに
工夫を重ねる。 

市 民 一 人 当 たりの図

書貸出冊数：11.8 冊  

子 ど も 読 書

活動の充実 

子どもの健やかな成

長の糧となるよう、

ブックスタート事業

など子どもの読書活

動を推進する。 

・新規事業として、「IK
OMA SUN FEST
A」（生駒山麓公園）の
「森の図書館」はじめ、

「まるっと生駒  家族フ

ェスタ」、「ちびっこ文

化祭」等にも協力  A 

絵本の会 、おはな
し会 、出 前 授 業 、
ブックスタートや子
ども対 象 の行事 、
児童文学に関する
講座、ボランティア
養 成 事 業 等 を継
続して実施するとと
もに、新規事業とし
て、屋外イベントな
ど他 課 と連 携 し 、
生駒おはなしの会
と協力して参加し、
さらなる子ども読書
活動の充実に努め
た。 

－ 

読 書 活 動 ボ

ラ ン テ ィ ア

の 育 成 と 協

働 に よ る 事

業推進 

読書活動ボランティ

アを育成するととも

に、同ボランティア

と協働し、読書に触

れ る 環 境 を 整 備 す

る。 

・「図書館声のボランテ

ィア」：19 人  
同 ボ ランティ アによ る

「耳 で楽 しむ本 の会 」

開催回数 ：21 回 、参
加者数：431 人  
・本 の宅 配 ボランティ

ア： 48 人 、宅配申込

者：30 人、宅配回数：
317 回  

A 

・障 がいや高齢等
に よ り 図 書 館 利
用に障がいのある
方 へ の サ ー ビ ス
を、ボランティアの
育成と協働により
拡充した。 

・「図書館声のボラ

ンティア」養 成 講

座を H26 年度か
ら 実 施 し て 会 が

H27 年 3 月に発
足し、育成、協働

に努めている。 

・本の宅配の対象

地域を H28 年度
から市 内 全 域 に

拡充した。 

－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

市民一人当たりの貸出冊数については、図書館（本館）が冷暖房機器改修工事の

ため約１ヶ月半休館した影響もあったが、全体的に目標に達しなかった。図書館

に関心が低い方にも来館してもらえるように、また、利用されている方には多様

な本に興味を持ってもらえるように、さらに工夫を重ねる。（なお、貸出冊数は

人口同規模自治体 104 市区中 10 位以内と全国的には高い。） 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

ビブリオバトルを生駒ビブリオ倶楽部と協働して定例会を毎月開催するととも

に、あらゆる年代を対象とした唯一の全国大会や、中学校と連携した市内中学生

大会を H29 年度も継続して行う。 

H28 年度に実施した「図書館とまちづくりワークショプ」での提案を、提案市民

とともに企画・運営を行って具体化していく。 H29 年度は 2 事業、H30 年度以

降に 1 事業を予定。 

高齢者、障がい者サービスでは、図書館声のボランティア、本の宅配サービスを

継続するとともに、H29 年度には認知症や知的障がい者の図書館サポートに関す

る講座を開催する。 

＜参考データ＞

 図書館蔵書冊数等 

 蔵書冊数 貸出冊数 貸出人数 利用券登録者数 

平成 27 年度 629,235 1,302,547 457,636 62,534 

平成 28 年度 642,018 1,226,912 438､878 60,972 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２  文化・伝統・芸術を通じた、より豊かなまちの実現 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

市民と行政が

協創した音楽

のまち生駒の

創出 

市民自らが企画・提案

し、市民が音楽を身近に

親しみ、地域の音楽活動

を更に広げるために、

「市民みんなで創る音

楽祭」を開催する。 

・市民みんなで創る音楽

祭の開催 

参加者数：6,649人 
(０才からのファミリーコンサ

ートを含む)
A 

目標を大 きく上回

る集 客 を得 られ 、

市民が様々なジャ

ンルの音楽に親 し

む機会を提供する

ことができた。 ・市民みんなで創る音楽

祭の開催 

参加者数：2,400人 
吹 奏 楽 を 通 じ て 若
者、子育て世代、シ
ニアなどあらゆる世
代が楽しめる市民吹
奏楽団を創設する。
また、楽団の活動成
果として、地域に還
元し、音楽の楽しさ
を発信する。 

・団員を募集し、3チー
ムで構成 される楽 団

を設 立 。１月 に結 成

記 念 式 典 を 開 催 し

た。 
A 

楽 団 の 設 立 に よ

り 、今 後 、定 期 演

奏会や市のイベン

トへの参加 等 、地

域 の音 楽 文 化 の

振興に寄与してい

く。 

・市民吹奏楽団の設立
（楽団設立） 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

社 会 教 育 基

本 方 針 及 び

重 点 目 標 の

作成 

生駒市教育大綱をも

とに「社会教育基本

方 針 及 び 重 点 目 標

（素案）」を作成し、

社会教育委員会議で

審議、検討し、「平

成 29 年度社会教育

基本方針及び重点目

標」を年度内に策定

する。 

教 育 大 綱 の「基 本 方

針 ３ 」を 「社 会教 育 基

本方針 」と位 置づけ、

それをもとに、平成 29
年度の重点目標を策

定した。 
A 

今後、基本方針及

び重点目標に沿っ

て事業を展開 して

いくとともに、課 題

をふまえた重点目

標を次年度に向け

て設定する。 

－ 

生 涯 学 習 施

設 の 設 備 の

充実 

たけまるホール空調

熱源機改修工事や生

駒セイセイビルの中

央監視盤設備更新等

を行うとともに、ス

タインウェイ製ピア

ノを購入し、生涯学

習施設の設備を充実

させ、市民サービス

の向上を図る。 

図書会館空調設備等

の改修 、たけまるホー

ル空調熱源機改修 、

スタインウェイ製 ピアノ

等の購入 、セイセイビ

ル中央監視盤の更新

等 、生 涯学 習施設の

設備充実に努めた。 

A 

今後も計画的な施

設 の改 修 工 事 や

備品の更新等、施

設 の安 全 確 保 や

市民サービスの向

上 を図 るため、設

備の充実を図る。 

－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

生 涯 学 習 施

設 の 管 理 運

営 

市民の生涯学習の拠

点となる生涯学習施

設を適切に管理運営

し、生涯学習の活性

化につなげる。 

生涯学習施設の利用

者数： 1,184,586 人 

A 

前 年 度 を 上 回 る

利用があった。 

引き続き、利用者

増 に つ な が る 施

設 の 管 理 運 営 に

努める。 

生涯学習施設の利用

者数：1,062,500 人  

０ 才 か ら の

フ ァ ミ リ ー

コ ン サ ー ト

の開催 

子ども達と保護者が
一緒に楽しめる０才
からのファミリーコ
ン サ ー ト を 開 催 す
る。 

参加者数：1,182 人  
満席を想定し、ﾊﾟﾌ ﾞﾘｯ

ｸﾋ ﾞｭｰｲﾝｸ ﾞによる視聴

をしていただけるよう対

応した。 

A 

今後も本コンサート

を 継 続 す る と と も

に、乳幼児連れで

参加できる音楽事

業 の 拡 大 に 努 め

る。 参加者数：800人以上  
生 駒 ふ る さ

と ミ ュ ー ジ

ア ム 管 理 運

営 

市の歴史文化の普及
のため、生駒ふるさ
とミュージアムの指
定 管 理 者 と 連 携 し
て、適切に管理運営
する。 

生駒ふるさとミュージア

ム の 来 館 者 数 （ 累

計）：33,984 人  A 

企画展や講演会、

体 験 学 習 にお い

て、テーマや内 容

を工夫したこと等に

より、目標を上回る

来館者を得た。 

生駒ふるさとミュージア

ム の 来 館 者 数 （ 累

計）：27,000 人
文 化 芸 術 事

業 

市民の文化芸術活動

を活発化するため、

成果発表会の場の提

供や指定管理者の自

主事業の実施、文化

芸術団体との連携な

どを推進する。 

生涯学習施設で行 う

文化芸術事業の満足

度:93.9%
A 

今後 も、市民 ニー

ズを把 握 し、満 足

度の高い事業を指

定管理者と連携し

ながら実施する。 

生 涯 学習施 設で行 う

文化芸術事業の満足

度:80%以上 

生 駒 歴 史 文

化 友 の 会 会

員の増加 

市民の方に、生駒市

の歴史文化に親しみ

や関心を持ち、文化

財愛護の精神や郷土

愛を深めてもらうた

めに組織した主の会

の会員の増員を目指

す。 

会員数 （子ども会員を

含む）：65 人（うち子ど
も会員 6 人） 

B 

目標人数には達し

なかったが、28 年

度に子 ども会員 を

新設し、幅広い年

代 の市 民 が歴 史

文化に親しめるよう

努めた。 

会員数：80 人以上  

文 化 財 保 護

と 歴 史 文 化

の普及 

市の歴史の普及を図

り、郷土愛を醸成す

るとともに、市の貴

重な文化財保護を行

う。 

・歴 史 文 化系講座聴

講者数：718 人  
・小 学 校 社 会 科 で活

用する「いこま歴史読

本」の作成  

A 

今後も、幅広い世

代を対象に、生駒

の歴史を学び、郷

土愛の醸成につな

がる事業を指定管

理 者 とも連 携 しな

がら実施する。 

歴史文化系講座聴講

者数： 520 人 



27 

【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

幅広い年代の市民が本市の歴史文化を身近に感じ、関心を持ってもらえるような

事業展開や積極的なＰＲ、働きかけが必要である。 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

市民との協働も含めた市主催事業や指定管理者の自主事業を通して、市民の成果

発表の場や、質の高い文化に親しめる機会を積極的に提供し、文化芸術事業の充

実を図る。また、本市の歴史や伝統文化に親しみ、郷土愛の醸成につながる事業

を展開する。 

＜参考データ＞

 生涯学習施設の利用者数 

 平成 28 年度 平成 27 年度 

利用件数 利用人数 利用件数 利用人数 

たけまるホール 11,833 件 268,513 人 11,152 件 246,934 人 

やまびこホール 100 件 1,920 人 103 件 1,291 人 

鹿ノ台ふれあいホール 3,585 件 56,329 人 3,332 件 51,385 人 

生駒市図書会館  3,622 件 101,909 人 3,781 件 89,799 人 

生駒市コミュニティセンター 9,304 件 208,709 人 9,037 件 228,581 人 

南コミュニティセンターせせらぎ 7,297 件 204,001 人 7,361 件 224,057 人 

北コミュニティセンターISTA はばたき 9,311 件 211,811 人 10,046 件 233,841 人 

芸術会館美楽来  5,457 件 131,394 人 5,356 件 132,789 人 

合  計  50,509 件 1,184,586 人 50,168 件 1,208,677 人 

 生駒ふるさとミュージアム来館者数 

 大人 子ども 合計 多目的室利用件数・人数 

平成 26 年度 8,274 人  1,900 人  10,174 人  295 件  5,561 人

平成 27 年度 7,532 人 3,056 人 10,588 人 285 件  5,871 人 

平成 28 年度 7,847 人 3,034 人 10,881 人 351 件  7,705 人 

 文化芸術事業の開催状況 

種 別 
平成 27 年度 平成 28 年度 

延べ回数 参加者数 延べ回数 参加者数 

市主催事業 市民文化祭等 8 回 8,243 人 9 回 14,329 人 

文化芸術団体補助事業 コンサート等 5 回 4,721 人 6 回 6,022 人 

指 定 管 理 者 自 主 事

業 

コンサート等 22 回 8,781 人 28 回 8,427 人 

講  座  248 回 6,128 人 246 回 4,342 人 

合  計  283 回 27,873 人 289 回 33,120 人 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

３  「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

統合型地域ス

ポーツクラブ

の推進・支援 

市民のスポーツ活動を

推進するため、総合型地

域スポーツクラブの活

動内容等の周知啓発を

行うとともに、クラブ運

営に関する助言や施設

利用、広報等における支

援を行い、会員数の増加

及び安定したクラブ運

営となるよう活動をサ

ポートする。 

・各クラブの活動支援  

会員数：592 人  

B 

各 クラブの活動や

事 業 に つ い て 広

報 ・チ ラシ等 で市

民への周知 を行 う

とともに、活動に対

す る 助 言 等 を 行

い 、各 ク ラ ブの充

実に寄与した。 

・各クラブの活動支援  

会員数：600 人  

障 が い 者 ス

ポ ー ツ 活 動

の推進 

障がい者が障がいの
種 類 や 程 度 に 応 じ
て、地域においてス
ポーツ活動を行うこ
とができるような事
業を実施する。 

平成 29 年 2 月、「生
駒 市 スポーツ推 進 計

画 」を策定 し、基本目

標 1 の（2）として、「障
がい者スポーツ活動の

推進」を位置づけるとと

もに、障がい者 スポー

ツ活動の一環としてデ

フバレー男 子 日 本 代

表チームと奈良県を本

拠地とする「奈良 NBK
ド リーマーズとの公 開

練 習 会 を開 催 し 、市

民の参加を得た。 

A 

生 活 支 援 セ ン タ

ー や 障 が い 者 関

係 団 体 へ の 聞 き

取りを行い、障が

い 者 ス ポ ー ツ 施

策を「生駒市スポ

ーツ推進計画」に

位 置 づ け る こ と

により、今後の取

組の指針とした。

・市スポーツ振興基本
計画後期計画に「障
がい者 スポーツ活動
の推進」を位置付け 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

ス ポ ー ツ 振

興 基 本 計 画

後 期 計 画 の

策定 

昨年度実施した「ス

ポーツに関する市民

意識調査」及び前期

計画の検証結果を基

に、スポーツ振興基

本計画後期計画を策

定する。 

平成 29 年 2 月、「生
駒 市 スポーツ振 興 基

本計画」の後期計画と

して「生 駒 市 スポーツ

推 進 計 画 」 を 策 定 し

た。 

A 

「 生 駒 市 スポーツ

推進計画 」の策定

により、今後のスポ

ーツ推進に向けた

事業 ・施策の方向

性と目標を明確に

位置づけることがで

きた。 
－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

北 大 和 グ ラ

ン ド 等 の 再

開 

北大和グラウンド、
野球場を再開する。 
平成 28 年 9 月から体
育施設として市民の
利用に供する。 

平成 28 年 7 月 1 日

から、生駒市体育施

設として再開した。

施設の点検等、再開

準備のため、市民の

利用は 9 月 1 日から

開始。 

A 

野 球 、 ソ フ ト ボ ー

ル、サッカー等、多

数の市民に利用い

ただくとともに、市

民体育祭において

もグラウンド・ゴルフ

競技等で使用する

ことにより、利用の

拡大が図れた。 － 

健 康 ウ ォ ー

キ ン グ 等 の

推進 

生駒山スカイウォー
クやチャリロゲいこ
まなど、誰もが気軽
に参加でき、スポー
ツを始めるきっかけ
となるイベントを開
催する。 

生駒山スカイウォーク：

1,400 人  
ﾁｬﾘﾛｹﾞいこま：124 人  

A 

目標を上回る参加

を得て、市民の健

康増進を図るととも

に、スポーツにふれ

るきっかけづくり と

することができた。 

生駒山スカイウォーク：

1,300 人
ﾁｬﾘﾛｹﾞいこま：100 人

ト ッ プ ア ス

リ ー ト 等 と

の連携事業 

市内総合型地域スポ
ーツクラブ、体育施
設指定管理者、トッ
プアスリートやプロ
スポーツ選手等と連
携・協力し、スポー
ツを身近に感じるこ
とができるスポーツ
イベントを実施する。

プロレス・相撲 ・サッカ

ー・バレーボールのアス

リートとふれあえる「スポ

ーツフェスタ 2017」の
開催等、計 6 回のトッ
プアスリート連 携事業

を実施した。 

A 

普段は、直接指導

を受けることのでき

ないトップアスリート

とのふれあいを通し

て、スポーツに憧れ

や夢を抱けるような

機会を提供するこ

とができた。 － 

子 ど も 体 力

向 上 事 業 の

実施 

子どもの体力向上を
目指すため、子ども
を対象としたスポー
ツイベントを開催す
る。 

子 どもを対 象 としたイ

ベント・事業の参加者

数：2,255 人  

A 

体 育 館 無 料 開 放

事 業 や 小 学 生 水

泳競技大会、小学

生 長 距 離 走 記 録

会等を通じて、子

ど も の 体 力 向 上

を図るとともに、

ス ポ ー ツ を 始 め

る き っ か け づ く

り と す る こ と が

できた。

参加者数：1,850人以
上  

スポーツ、レ

ク リ エ ー シ

ョン活動 

様々なニーズに合っ
たイベント、講座等
を開催し、誰もがス
ポーツに触れること
ができる環境を整備
する。 

市内各種スポーツイベ

ントなどの参 加 者数 ：

18,549 人  

B 

設 定 目 標 人 数 に

は達しなかったが、

総合型地域スポー

ツクラブや市 内 中

学校 、高等学校と

連 携 して 、誰 もが

気軽に参加できる

スポーツイベントを

開催し、更なるスポ

ーツ施策の充実を

図ることができた。 

市内各種スポーツイベ

ントなどの参 加 者数 ：

19,200 人  
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

社 会 体 育 施

設 の 管 理 運

営 

市民のスポーツ活動の

拠点となる社会体育施

設を適切に管理運営し、

スポーツ環境の整備を

図る。 

市内体育施設の利用

者数：1,068,968 人  

A 

指 定 管 理 者 と 連
携し適切な管理運
営に努めることによ
り、市民サービスの
向上との施設の安
全 な 使 用 に 努 め
た。 

市内体育施設の利用

者数：980,000 人  

ス ポ ー ツ 推

進 審 議 会 の

開催、スポー

ツ 推 進 委 員

の運営 

審議会を通じて専門家

や市民から市のスポー

ツ施策に関する意見を

聴くとともに、地域住民

であるスポーツ推進委

員と協働してスポーツ

の普及を図る。 

スポーツ推進審議会  
開催回数：4 回  

スポーツ推進委員  
会議：2 回  
研修会等：6 回  
事業の実技指導  
等：6 回  
地域での実技指導 

A 

スポーツ推進審議

会 での協 議 、スポ

ーツ推進委員の実

技 指 導 等 の活 動

により、更 なるスポ

ーツの推進が図れ

た。 

－ 

【評価による課題】 

総合型地域スポーツクラブは、新しい公共として生駒市の地域スポーツ
を支えていただく必要があることから、安定運営のための会員数確保に
向け更なる支援が必要である。また、市主催のスポーツイベントの参加
者数は設定目標に達していないものの、体育施設指定管理者の自主事業
や総合型地域スポーツクラブの事業など、市民がスポーツを行う環境は
着実に広がっている。今後は、有名選手とふれあえる「トップアスリー
ト連携事業」や障がい者を対象とした事業など、新たな分野への取り組
みと参加者の確保が課題である。

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

H28 年度に「生駒市スポーツ推進計画」が策定されたことに伴い、基本目標及び

各取組項目に示された施策・事業を着実に進めていく。特に、新規項目として掲

げた障がい者スポーツ活動の推進、並びに総合型地域スポーツクラブの活動支

援、子どもたちがスポーツに憧れや夢を抱けるようなトップアスリートとの連携

については積極的に推進する。 

＜参考データ＞

 スポーツ、レクリエーション活動の実績                            (人) 

事業名 H28 H27 事業名 H28 H27 

体育大会  5,839 6,335 体育館無料開放  1,431 1,423 

体育祭  2,258 2,285 学校体育施設開放  2,785 2,985 

ファミリースポーツの集い 300 326 生駒ふれあい市民マラソン 607 575 

小学生長距離走記録会  176 178 生駒山スカイウォーク 1,400 1,200 

スポーツ教室  6,256 6,985 チャリロゲいこま 124 55 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

 社会体育施設の利用実績                     (人 ) 

施設名 H28 H27 施設名 H28 H27 

生駒北スポーツセンター 101,545 88,601 滝寺公園 272,571 271,363 

イモ山公園 65,506 65,035 むかいやま公園 50,714 53,586 

北大和 75,332 24,976 小平尾南 59,636 56,076 

総合公園 176,058 163,205 井出山 235,911 222,565 

山麓テニス 31,699 32,607 合 計 1,068,972 977,014 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

４  すべての人が楽しく安心して成長できる機会の確保 

【アクションプラン掲載事業】
事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

「ニート・引き

こもり対策支

援ネットワー

ク」の構築 

子ども・若者が自立した

社会生活を営むことが

できるように、各関係機

関・団体との情報交換や

個別のケース検討など

の行う「子ども若者支援

ネットワーク」を設置

し、総合相談(ワンスト

ップ)窓口を設ける。 

・「子ども若者支援ネッ

トワーク」の設置 (37 の
機関・団体で構成) 

相談人数：54 人  
進路決定者数：11 人  

A 

・今 後 、「子 ども若

者 支 援 ネッ ト ワー

ク 」の構 成 員 が連

携を密にして効果

的な支援を行って

いく。 

・「若者自立のため

の無料相談会 」を

広 く 周 知 し た こ と

で、新規の相談者

が増 加 。平 成 30
年 1 月の総合相
談 窓 口 の設 置 に

向け、体制整備を

行っていく。 

・「子ども若者支援ネットワ

ーク」の設置 

相談人数：45人 
進路決定者数：20人 

高 齢 者 の 力

の ま ち づ く

りへの活用 

高齢者の学習意欲を
引き出し、まちづく
りに貢献できるよう
な人材を育成してい
く。 

調整会議の意見交換

による学 習 課 程 の見

直し 

・クラブ学習の開催回

数の増加（6→7 回） 
・手芸 クラブの学習内

容の追加  

（「手編み」に「パンフラ

ワー」を追加） 

・実 務 講 習 会の講 座

の拡大  

（地域包括ケア関係講

座の追加） 

A 

引 き続 き、学習意

欲を高める学習課

程 の 見 直 し に 向

け、調整会議等に

おける学 生 との意

見 交 換 の 場 を 有

効に活用するととも

に、まちづくりへの

貢献につながる仕

組 みづく りを検 討

する。 

また、入 学 者数の

減少傾向に対する

分 析 、 検 討 を 行

う。 

・寿大学の学生委員との

調整会議を開催し、クラ

ブ学習会や実務講習会

の学習課程等の見直し

検討 

・まちづくりに活かせる寿

大学実務講習会の新設

検討 

・新規学習課程による平

成 29年度入学生の募集 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

H28 年度の取組 /設定目標  

高 齢 者 の 力

の ま ち づ く

りへの活用 

定年後のシニアライフ
を充実したものにする
ために、仕事で養ってき
た豊かな知識や経験、技
能を活かしながら、積極
的に社会参加をし、生涯
を通じて地域で活躍し
てもらえるよう、高齢者
をはじめとした人材発
掘を行う。 

ガイダンスブースの参

加者数：491 人  

A 

ガイダンスブースへ

の参加者及びボラ

ンティアの登 録 者

と も昨 年 度 よ り増

加。今後、さらに効

果的な周知や、継

続性のある人材発

掘につながる仕組

みを検討する。 

・地域デビューガイダン
スによるきっかけづく
りの支援  

ガイダンスブースの参
加者数：300 人  

多 様 性 を 認

め合い、他者

や 地 域 に 頼

る こ と の で

きる場・環境

の創出 

「ユニバーサルキャン

プ in いこま」の開催な

ど、障がいの有無や国

籍、性別などの個々人の

違いや多様性を理解し、

認め合うことのできる

機会を提供する。 

・「ユニバーサルキャンプ
in いこま」の開催 
参加者数：60人 
(応募者数：80人) 

A 

当 初 の予 定 人 数
を超 える応 募 があ
り、枠を拡大して開
催した。 
今 後 も、受入れ人
数を拡大するととも
に、高齢者や外国
人の方にも多 く参
加 していただける
働きかけを行う。 

・「ユニバーサルキャン
プ in いこま」の開催 

参加者数：60 人 

【その他事業】

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

自 主 学 習 グ

ル ー プ の 学

習 成 果 の 社

会 還 元 の 促

進 

市民向け学習会や施
設 へ の 慰 問 を 通 し
て、自主学習の成果
を社会還元活動につ
なげてもらう。 

市 民 向 け 公 開 講 座

（福 祉 施 設 等 への慰

問を含む）：439 回  
A 

前年度を上回る市

民 向 け公 開 講 座

等 の実 施 によ り 、

社 会 還 元 活 動 が

活発化した。 

市民向け公開講座及

び福祉施設等への慰

問を含め前年度実績

の 400 回以上  
生 涯 学 習 ま

ち づ く り 人

材 バ ン ク の

活用 

生涯学習に関する専
門的な知識や経験、
技能等を有している
人に生涯学習まちづ
くり人材バンクに登
録してもらい、積極
的に活用する。 

生涯学習まちづくり人

材 バ ン ク 活 用 件 数 ：

490 件  A 

ホームページ等 を

通じて市民に情報

提供 し、活用 を促

進 した結果 、目標

を上回る活用件数

となった。 

生涯学習まちづくり人

材 バ ン ク 活 用 件 数 ：

420 件  
青 少 年 リ ー

ダーの育成 

ジュニアリーダー研
修会、あすなろ会等
を通じて、青少年リ
ーダー及び地域リー
ダーの積極的に育成
する。 

ジュニアリーダー研修

会：9 回  
あすなろ会：8 回  A 

青 少 年 リーダー、

地域 リーダーの積

極的な養成を行っ

た。 
－ 
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【評価基準】 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

青 少 年 健 全

育 成 の 啓 発

及 び 非 行 防

止 活 動 の 実

施 

青少年指導委員の活

動や啓発活動等を通

じて、青少年の健全

育成、非行防止活動

を実施する。 

青少年健全育成事業

参加人数：6,018 人  
A 

各種団体と協働で

事 業 を 行 っ た 結

果 、目 標 を大 き く

上 回 る こ と が で き

た。 

青少年健全育成事業

参加人数：3,294 人  

家 庭 教 育 学

級の開設 

市内幼稚園を対象に

家庭教育学級を開設

し、保護者に対して

子育てに関する情報

提供を行う。 

9 学級開設  
開催回数 46 回  
参加人数 1,224 人  A 

多 くの方 に参加 し

ていただき、子育て

に関する学習の機

会 を提 供 する こ と

ができた。 
－ 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

今後、各種団体や指定管理者等のノウハウを活用し、幅広い年齢層を対象とした

イベント等を企画することで、多くの学びの場を提供するとともに、活動成果が

社会還元につながるよう、新たな人材の発掘と育成に努めていく。 

＜参考データ＞

 いこま寿大学の在籍者数等 

 クラブ数 在籍者数 入学者数 定員 応募者数 卒業者数 

H27 14 904 240 260 257 192 

H28 14 884 217 281 237 206 

 青少年リーダーの育成に関する活動状況 

ジュニアリーダー研修会 登録人数 活動回数 延べ参加人数 

H27 20 人 8 回 113 人 

H28 25 人 9 回  164 人 

あすなろ会 登録人数 活動回数 延べ参加人数 

H27 16 人 9 回 93 人 

H28 22 人 8 回 94 人 

 家庭教育学級に関する開催状況等 

 学級数 延べ開催数 延べ参加人数 

H27 9 学級 49 回 1,268 人 

H28 9 学級 46 回 1,224 人 
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点検及 評価 関  意見

（１）教育委員会の活動状況に対する意見

 平成 28 年 6 月に本市の教育行政の根本となる教育大綱が策定された。この大

綱は市長マニフェストの「まちづくりはひとづくり」の考え方に立ち、市民や学

校現場・地域などからの意見を取り入れて、幅広い関係者の協力によって作り上

げられた。このことは本市が目指す「教育を通じたひとづくり」につながってい

く。そして“「遊ぼう」「学ぼう」「生きよう」みんなでいこまを楽しもう”の

基本理念の実現に向けて、基本方針である子育て・就学前教育、学校教育、生涯

学習の３つの分野が連携している。さらに４年間を区切りとした PDCA サイクル

によるアクションプランの達成状況や効果等の点検評価は、本市の教育方針の方

向性を確実なものにすると考えられる。今後、新制度の趣旨が十分に生かされ、

教育目標の達成に向けて一層推進していくことを期待する。

全国的にも問題となっているいじめ防止についての取り組みとして、平成 29

年 2 月に「いじめ防止基本方針」を策定した。このことは、いじめを許さない学

校づくりを強く推進していく姿勢が理解できる。また、平成 28 年 8 月に発生し

た市内中学生熱中症事故を受けて、迅速に事故調査委員会も設置した。その中で

は会議 11 回とヒアリング 3 回を開催し、具体的な事故防止対策として各学校に

WBGT（暑さ指数）やミスト扇風機を取り入れたことは、命の大切さを最優先す

る本市の姿勢が強く表れている。今後は二度と痛ましい事故が発生しない体制作

りの充実を強く望む。

（２）教育大綱に基づく施策・事業に対する意見

基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり

１ 保護者支援の場・コミュニティづくり

 子育て期の保護者の不安や願いにいかに応えるか、働く保護者をどう

支援していくか、行政に求められる課題や期待は大きい。 

 生駒市教育大綱に基づく「平成 28 年度アクションプラン」では、子育

ての孤立化防止と地域で支え合う子育てをめざし、取り組みが進められ

ている。これらは、子育て不安を抱く保護者や働く保護者の心強い支援

につながっている。「もぐもぐサロンの新設」や「ママサポーター・み

っきランド・赤ちゃんの駅増設」など地域と連携した取り組みが拡大さ

れ、周知されることで多くの活用につながっている。 
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 複雑多様化する児童虐待への対応も重要課題の一つである。平成 28 年

度には「生駒市要保護児童対策地域協議会検証結果」のとりまとめや、

「スーパーバイザー」の配置など積極的な取り組みがなされている。人

目にふれにくい「児童虐待」であるだけにいっそうの組織強化や連携が

求められ、市をあげた包括的な取り組みを期待する。 

 働く保護者にとっ て受け皿となる保育 施設の充実は切実な 課題であ

る。本市では「保育所の新設」「幼稚園の延長保育」「学童の充実」「こ

ども園化の推進」など積極的に取り組みが進められており、着実に成果

を収めていると考えられる。しかしまだ待機児童ゼロには至っていない。

全ての保護者が安心して働きに出られる環境整備をめざし、一層の充実

を望みたい。 

２ 「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実

 全国的な流れであるが、本市でも幼稚園の課題と保育園の課題を包括

的に解決していく施策として「こども園化」が進められている。また「生

駒市子ども子育て会議」が開催され、「就学前教育・保育のあり方に関

する基本方針」の策定に向け取り組みが始まった。平成 28 年度中に 3 回

の会議が開かれており素案の検討及び意見交換を実施している。 

 こども園化は時代のニーズと考えられる。勿論様々の視点からメリッ

ト・デメリットが考えられるが、長期的展望に立って就学前教育の充実

につながる取り組みと評価したい。しかしながら、こども園の運営には

慎重で丁寧な対応が望まれる。幼稚園（文科省）保育園（厚労省）と所

管も性格も歴史も異なった組織の一本化には様々な課題が想定される。

現場の実態と課題を十分把握し適切な対応・運営を望みたい。 

 そのほか、「保幼小中連携事業」「保護者への経済的支援」「特別支

援教育充実に向けた人的配置」「私立保育園への助成」など幅広い取り

組みが進められており、支援につながる事業と評価したい。 

基本方針２ 21 世紀を生き抜く優しくたくましい人づくり

１ 21 世紀  生  抜  力  身     学   創造

 情報機器の進化は社会を大きく変化させ、教育の場でも新たな学びの

創造が進められている。教育現場に「 ICT 機器」を取り入れることで様々

の教育効果が期待されている。アクションプランにおける「 ICT 機器活

用モデル事業」は時代のニーズをとらえたモデル事業として将来、本市

の教育の進展につながると考えられる。 
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今後、 ICT 機器活用が普及し、子どもたちの「 21 世紀を生き抜く力」

の育成につながっていくことを期待したい。なお、 ICT 機器活用にあた

っては、機器を効果的に活用できる「指導者」の育成が重要となる。現

場の研修は勿論であるが、指導者育成に向けた行政支援も積極的に進め

られることを望みたい。 

 また、スマートフォンの適正利用に向け、「いこまスマホ宣言 2016」

を子どもたち自らが策定したことは意義が大きい。宣言が各校で効果的

に活用され、成果につながることを期待する。 

 グローバル化時代に対応して本市でも小学校の英語教育を充実し、小

中 9 年間の系統的な英語教育推進をめざしている。社会の急速なグロー

バル化の中で、英語力の充実は極めて重要である。生涯にわたり「聞く：

話す：読む：書く」の 4 技能が積極的に使える「実用的英語力」につな

がることを期待する。 

そのほか、本市では独自で小学校「 1 年 30 人学級・2 年 35 人学級」の

少人数学級編成を実施している。きめ細かな指導につながる有効な施策

で高く評価される。今後もぜひ継続し、さらに充実させていただきたい。

「アクティブラーニング」の取り入れや「読書活動の推進」「学校創

造推進事業」「奈良先端科学技術大学との連携」など幅広い取り組みも

なされており、各学校の取り組みの中で特色ある教育活動につながるも

のと期待される。 

２ 多様性を認める優しい心と、挑戦を続けるたくましい心の育成

いじめは最も身近で深刻な人権侵害であり、決して許されない行為で

ある。いじめ根絶に向けて一人ひとりが、またすべての組織が自らの課

題ととらえ主体的に取り組む必要がある。 

本市でも根絶に向けた様々の取り組みがなされているが、平成 29 年 2

月「いじめ防止基本方針」を新たに策定し、取り組みの強化がはかられ

た。基本方針の「理念」のもと市全体で「いじめのない社会」の実現に

向け、具体的な取り組みがいっそう進められることを期待する。 

各校園にスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、スク

ールアドバイザーが派遣され「カウンセリング」や「教育相談」の充実

がはかられている。また教育支援施設として「教育相談室」・「適応指

導教室」も有効に機能している。様々の悩みや課題を抱える子どもたち

や保護者をサポートし、学校と連携出来る制度・施設としてさらに充実

をめざしてほしい。特に各校のカウンセラーの配置については、増加す
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る相談需要に対応するため人的・日数的拡大が望まれる。 

本市では特別支援教育充実の一環として早くから「ことばの教室」が

設置され他郡市に先駈けた取り組みが進められてきた。現在「通級指導

教室エル」とあわせて相談活動や指導が進められている。これらは児童

生徒及び保護者や教員が専門的な立場から指導・アドバイスを受けるこ

とが出来る心強い存在となっている。さらに制度の充実を期待したい。 

３ 子どもや学校のチャレンジを応援する仕組みづくり

 子どもや学校のチャレンジ支援として、平成 28 年度アクションプラン

では「部活動支援事業」「あこがれいこまびと講演事業」が取り組まれ

ている。 

生徒の自主的自発的参加による部活動は、学校教育においてきわめて

有意義な役割を担っている。楽しさや喜びを味わい豊かな人間関係づく

りと充実した学校生活を展開する上で欠かせない活動である。しかし学

校現場では、ニーズの多様化・指導者の不足・教員の多忙化など運営上

の課題も多い。中でも「指導者不足」は切実な課題となっている。 

 本事業は、学校現 場の指導者不足をサ ポートすると共に部 活動の充

実・活性化につながるものと期待する。しかし、専門性だけでなく、安

全性の配慮や教育的配慮等が必要であり、外部指導者の質をいかに確保

するかが重要となる。このことを踏まえ人的支援が積極的に進められる

ことを望みたい。 

  また、「あこがれいこまびと講演事業」は地域出身の様々のステージ

で活躍されている方の講演事業である。身近な社会で活躍されている地

域人材の講演（生き様）に接することで、地域への愛着（郷土愛）も増

し、自分の生き方を振り返り将来の進路について考えるよい機会となる

であろう。夢を持って将来社会で活躍できる人材の育成につながる事業

として継続と広がりを期待したい。 

４ 学びを支える教職員、学校への支援

時代の変化に伴い学校現場も変わろうとしている。変化の激しい社会

を生き抜く人材育成のために、教員自身が時代や社会、環境の変化を的

確にとらえ時代に応じた適切な学びを提供していくことが求められる。

そのためにも、教育の直接の担い手である教員の「学び続ける姿勢」は

極めて大切となる。 

「アクティブラーニングについての研修会」「特別支援教育タブレッ

ト研修会」「市内校園が交流し合う研究授業」「 ICT 機器活用の研修」



39 

等の取り組みが進められており、時代の変化に即応した「教職員の資質

向上」につながるものとなっている。今後さらに教職員の資質向上を進

めていただきたい。 

 老朽化に伴う施設設備の改修、また新たな施設の整備など教育環境の

充実に向けた取り組みが計画的に進められている。子どもたちの日々の

生活の場が改善整備されることは大変ありがたいことである。今後さら

に整備が進められることを期待したい。 

新校舎が完成し、平成 29 年度より「生駒北小中学校」が新校舎でのスタ

ートを切った。本市として初めての小中一貫校であり、その成果と課題

を十分検証し次年度につなげていただきたい。 

防犯カメラの設置・不審者情報のメール配信など不審者対策や交通安

全教育の実施など「安全教育の推進」にも力を入れている。不審者出没・

連れ去り・性犯罪・交通事故等子どもたちは様々な危険にさらされてい

る。地域の見守り活動強化や幅広い組織連携と協力の中で対策を進めて

いく必要がある。 

「学校評議員会制度」や「学校評価制度」が定着し、評議委員会の意

見は幅広く集約され学校評価と改善につながっている。また、学校評価

は各学校園が様々な形で取り組んでおり、その結果は学校便りやホーム

ページに掲載され公開されている。こういった取り組みが今後の学校運

営の改善に大きくつながっていくものといえる。 

また、平成 26 年度から実施された「院内学級」はこども一人ひとりを

大切にしていく取り組みとして高く評価できる。長期療養中の児童生徒

にとって市内に院内学級が設置されていることは極めて心強いことであ

る。さらに整備され幅広い支援につながることを望みたい。 

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり

１ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり

図書館には本を通じて人と人とのふれあいを深める大きな役割があ

る。ビブリオバトル市内中学生大会は好評で中学生の読書活動推進に大

きな成果をもたらしている。さらに全国大会の開催には地域や年齢の枠

を超えて多くの参加者が集まり、図書館が「Bibliobattle of the Year 2016

優秀賞」を生駒ビブリオ 楽部と共に共同受賞するなどの活躍があり、

まちづくりの拠点となっている。 

新規事業として「図書館とまちづくりワークショップ」では世代を超

えた参加があり、まちづくりの拠点としての図書館の役割が確認されて
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きた。また、新たに開始された雑誌スポンサー制度でも雑誌スポンサー

が 5 社 18 誌になり、目標以上の成果がみられている。そして「 IKOMA

SUN FESTA」では「森の図書館」として協力し家族が紙芝居やパネル

シアター等を楽しみ、絵本の会、おはなし会、出前授業、子ども読書の

日の記念行事等を開催するなど子どもの読書活動も充実している。さら

に障がい者や高齢者へのサービスのために「耳で楽しむ本の会」や「図

書館声のボランティア」を開催し、「本の宅配」の対象地域も全域拡充

している。 

このことから市民と協創し、お互いに連携し、人に優しいまちづくり

を拠点とした図書館づくりが進んでいることが評価できる。今後も図書

館事業の充実と益々の発展を期待する。 

２ 文化・伝統・芸術を通じた、より豊かなまちの実現

音楽のまち生駒を目指して開催された「市民みんなで創る音楽祭」は

シャンソン、バロック音楽、ヴァイオリン、チャリチィコンサートなど

の幅広い分野で開催され、たいへん好評で参加者数が目標を大きく上回

っている。また、新規事業の「市民吹奏楽団」は 1 月に結成記念式典を

開催し、高校生から 70 歳代の世代が迫力ある合同演奏で会場を魅了した。

このことから市民が音楽に親しみ、音楽を介して協創し、本市が「音楽

のまち」として浸透していることが理解できる。今後もあらゆる世代が

音楽の楽しさを通して人とのつながりや輪が更に広がっていくことを期

待する。

 生駒ふるさとミュージアムの来館者数は目標より上回っている。これ

は常設展示に加え特別展や講演会、体験学習が充実しているものと考え

られる。さらに市内小学生の見学受け入れ等で郷土学習や歴史学習の場

としても貴重な存在にもなっている。また「広報いこまち」には「生駒

街道」が掲載され、いろいろな文化財や資料等を写真入りで具体的に紹

介している。これらの積み重ねは市民が生駒の歴史に興味をもつきっか

けになっている。今後も内容に一層の工夫を重ねていただき、郷土愛を

醸成する拠点としての役割を期待する。

３ 「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展

「生駒山スカイウォーク」や「チャリロゲいこま」は、誰でも気軽に

参加できるという利点もあり、市民の関心が高く参加者目標を上回り、

市民のスポーツとして定着してきている。統合型地域スポーツクラブに

ついては現在 3 クラブあり、地域スポーツ推進の中心的な存在として期
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待されているが、市民の認知度や理解度が低いのが現状である。今後は

「多世代・多種目・多志向」のスタイルで市民のニーズに応じた活動、

高齢者や障がい者も一緒になって楽しめるスポーツ環境の整備などを進

め、各クラブの会員数が増えるような対策を期待する。 

生駒市スポーツ振興基本計画の中に子どもの育成がある。以前から子

どもの運動不足や体力低下が言われているが、「ファミリースポーツの

集い」、「体育大会」、「スポーツ教室」などいろいろな種目を取り入

れ気軽に参加できるように努力されている。しかし、塾や習い事を重視

する親の考え方、室内ゲーム等に熱中する遊びの増加などにより子ども

たちを取りまく環境も変化している。そのようなことも関係していると

思うが、参加者が前年度より減少しているのが不安材料である。今後も

それぞれの事業の内容を更に工夫していただき、子どもが楽しんでスポ

ーツに触れ、体力向上につながるようなイベントを期待する。 

４     人  楽   安心   成長    機会  確保

寿大学ではクラブ学習の回数を増やしたり内容を追加したりして学習

カリキュラムの充実を図っている。引き続き高齢者の学習意欲を引き出

し、まちづくりに貢献できる人材の育成を期待する。また、地域デビュ

ーガイダンスではガイダンスブースの参加者数が増加している。これま

でに培った豊かな経験や技能を社会で活かそうとする意欲的な高齢者の

人材発掘に更に力をいれていただきたい。 

 ニート・ひきこもり対策として「子ども若者支援ネットワーク」を設

置し、構成員が連携して支援している。また「若者自立のための無料相

談会」やセミナーを開催していることは、困難を抱えた若者の自立に向

けた支援に取り組でいる市の強い姿勢が表れている。今後も本人や親が

自ら進んで相談できる体制や環境づくりを大切に考えていただきたい。

平成 30 年 1 月の総合相談窓口の設置に向けての体制整備の確立を期待す

る。 

「ユニバーサルキャンプ in いこま」の開催では応募者数が多く、性別、

世代、障がい、国籍等を超えて多様性を理解する機会が提供できている。

参加者がボランティア精神や他者への思いやりを学び、日常生活に活か

せることを期待する。今後もこの企画を広く市民に広げていただきたい。
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（３）意見の総括

 本市は大都市へのアクセスも良いうえ生駒山の麓に位置し、緑が多く残されて

いて自然環境にも恵まれた地域である。この好環境をベースに「市民が安心して

働き暮らせるまちづくり・子どもたちが生き生きと学び活躍できるまちづくり」

を目指して、市民と行政が一体となって取り組みを進めていかねばならない。 

 本市では平成 28 年 6 月に市長マニフェストの「まちづくりはひとづくり」の

考え方に立ち、市長をトップとする「総合教育会議」を経て市民や関係機関等と

の協創で教育大綱が策定された。その理念の具体的な取り組みをアクションプラ

ンとして３つの基本方針が打ち出され、その中には新たな事業も多く、積極的な

取り組みが見られる。さらに 4 年間を改訂の区切りとした PDCA サイクルによっ

て随時見直していく「点検評価」は成果と課題が明確になり、次年度の教育推進

に実効性をもつものと期待できる。今後新制度の趣旨が十分に生かされ、本市の

教育が大きく進展するものと期待できる。 

 平成２９年８月１４日 

生駒市教育委員会活動点検評価委員 玉 置 成 一 

生駒市教育委員会活動点検評価委員 樋 口 幸 雄 




